
有機農業ネットワーク活動の拡大・強化を図るため、全道の有機農業に取り組んでいる方やこれから取り
組みたい方等が一堂に会する地域を越えた交流会を開催するとともに、有機農産物の販路拡大を図るため、
実需者とのマッチング相談会を実施します。

令和５年度有機農業ネットワーク全道交流会・

マッチング相談会

３月７日（木）
午前の部： 9:00～12:00

午後の部：13:30～17:00
ＴＫＰ札幌ビジネスセンター赤れんが前
（札幌市中央区北４条西６丁目１毎日札幌会館５階 午前の部：５Ｃ 午後の部：５Ｈ）

午前
の部

９：００～１０：０５ 【事例発表】
◆かみかわ有機農業ネットワークの取組について
上川総合振興局上川農業改良普及センター
◆野良処てくてくにおける抑草効果が期待できるアイガモロボの実証試験について
野良処てくてく 浅野 晃彦

１０：０５～１０：４５【情報提供】
◆「有機転換の手引き」（有機加工食品（乳製品））について
（公財）北農会
◆環境保全型農業直接支払交付金制度の活用と有機農業推進に係る支援施策等について
北海道農政事務所

１１：００～１２：００【流通事業者からの情報提供】

午後
の部

１３：３０～１７：００
マッチング相談会【流通事業者との個別相談会】

参加無料
申込期限
３月１日
（金）

流通事業者 品目 メッセージ

生活協同組合連合会
コープ自然派事業連合

（神戸市）

優先品目：じゃがいも、有機玉ねぎ、
玉ねぎ（無農薬）、有機キャベツ、
プルーン（特栽以上）、ハスカップ
（特栽以上）、有機メロン、有機大
豆など

食の安全・安心と農業を次の世代へつないでいくために、「国産派宣言」をスローガン
に掲げ、「日本の農業を活気づけ、有機農業者を増やしたい」「日本の有機農業者とと
もに、日本のオーガニックを拡げたい」「国産オーガニック食品をもっと手軽に利用で
きるようにしたい」と考え、組合員とともに学びながら、日本の農業をめぐる様々な課
題に挑戦していきたいと考えています。

(株)ビオ・マーケット
（大阪府豊中市）

有機農産物全般

＜会社理念＞生命と環境を創造する有機農業の理念に基づいて、新たな生産と消費を創
出し、調和と多様性に富んだ社会の構築に尽くします。

＜品質方針＞
１．生産者・お客様と相互理解を深め、有機農業が持続発展する生産・流通システムの

構築と確立を目指します。
２．生産者と情報・技術を循環・評価し合う環境をつくり、信頼される商品・サービス

を提供します。
３．お客様に対する共感力を持ち、多様性に富んだオーガニックな暮らしづくりを提案

します。

(株)坂ノ途中
（京都市）

根菜類（馬鈴しょ、玉ねぎ、にんじ
ん、かぼちゃ、長芋）、大玉トマト、
大豆、北海道ならではの品種（ピン
クニンニク（富良野種））など

創業当時から一貫して、新規就農者の少量不安定な野菜の販路の多様化に取り組んでき
ました。近年では、生産者さんが坂ノ途中経由でどこに出荷されたか全て閲覧でき、消
費者からの声もフィードバックするシステムを構築すること等、流通の枠を超えて営農
の高度化まで踏み込んで取り組もうとチャレンジをしています。

有機農業協同組合
（札幌市）

有機農産物全般

全国初の有機専門農協をつくろう。2001年、生産者が自ら声を上げ、集まり、北海道に
小さな農協が生まれました。「北海道有機農業協同組合」は、有機認定農家が正組合員、
有機農業を応援する消費者や団体が准組合員となって、支え合い、力を合わせる協同組
合です。有機農業を広げること、有機農産物を食べてもらうこと、それが、未来の食と
環境を守ることにつながると信じて―。小さいけれど、日本でひとつだけの有機農協から、
北海道産の有機野菜を全国へお届けします。

アグリシステム(株)
（芽室町）

小麦、大豆、小豆、米、子実とうも
ろこし

アグリシステムは創業より36年間オーガニックをはじめとする環境保全型農業、環境再
生型農業の普及に取り組んできました。
またフィルドマンの営農サポートにより土づくりを基本とした、農薬や化学肥料に依存
しない循環型農業を推進しています。

北海道コカ・コーラボ
トリング(株)
（札幌市）

優先品目：果実（プルーン、ハス
カップ、苺、メロン、ブドウ、サク
ランボなど）、ジャガイモ、ゴボウ、
ニンジン、タマネギ、リーキ、カブ、
枝豆、とうもろこしなど

当社が運営する「やさいバス北海道」は産直野菜を新鮮なうちに、早く、美味しく、売
り場にお届けする物流プラットフォームです。
生産者さんの野菜と想いをお届けすると共に農村のインフラなど、暮らしの課題や環境
問題をコミュニティ全体で考え、乗り越える仕組みを目指しています。

主催：北海道農政部食品政策課



  ①ＱＲコードから申込み                　　         ※ QRコード→

  ②URLから申込み 【https://www.harp.lg.jp/5tizSTZw】

申込日： 年 月 日

1 会社・団体名

2 職　　　名

3 氏　　　名

4 住　　　所

5 電  話  番  号

6 メールアドレス

取組農作物 作物名

（有機） 栽培面積 a a a

取組農作物 作物名

（慣行） 栽培面積 a a a

(            ) (            )

)

)

令和５年度有機農業ネットワーク全道交流会・ マッチング相談会

令和６年３月１日（金）まで、

下記のいずれかの方法でお申し込みください。

宛先・問い合わせ：北海道農政部食品政策課　森谷・大塚（電話：０１１－２０４－５４３１）

  ④参加申込票（本紙）をＦＡＸ送信【011-232-7334】

  ③参加申込票（本紙）をメール送信【slow.food@pref.hokkaido.lg.jp】

「QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です」

　参加申込票


※マッチング相談会に参加される方の情報は流通事業者へ提供することとなりますのでご了承ください。

11
認証等（商品・工場・農

場等）

12 ターゲット（売り先）

【申込方法】　

※記載していただいた個人情報は、本交流会・マッチング相談会の実施に必要な範囲で使用します。

9

10 アピールポイント

7 参  加  区  分

(　　　　　　　　）

8

有機農業者 有機農業に関心のある慣行農業者

農業協同組合職員 食関連事業者

行政機関 研究者 その他

◆マッチング相談会への参加を希望する場合には下記も記載してください。

有機JAS ISO HACCP

農業生産行程管理者（GAP) その他(

外食 中食 商社・卸売 メーカー

スーパー 百貨店 その他小売 ホテル

その他(


